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ネットデイサミット開催趣意書

2005年3月15日

朝日大学経営学部　教授　奥山徹

1999年8月に開催されたネットデイサミットin群馬から既に5年半、また、2001年3月に開催されたネットデイサミットin愛知からも4年の歳月が流れ、初等中等教育現場のネットワーク整備は地方自治体の努力もあり、大きく改善された。その結果として、ボランティアが主催するネットデイ活動そのものが収斂するものと予想されていた。しかしながら、校内ネットワークが整備されていない地域も多く依然としてボランティアの手によるネットワーク整備への期待は大きい。一方、先行するネットデイ活動は続けられており、その活動内容は単なるネットワークの構築を超えて、初等中等教育現場の情報化そのものを支援する活動に変容しつつある。これは、校内ネットワークは一度整備すれば終わるというものではなく、継続的かつ安定に動作させるためには一定の支援が必要であることを意味している。
このような中で、今後ボランティア活動によるネットデイがどのような方向性を持つかを正しく認識し、行政や学校及び地域社会との連携のあり方を整理することは重要である。また、初等中等教育現場のさらなる情報化と生徒･児童たちの情報活用能力を向上させるためのインフラストラクチャの整備について、再考する時期であろう。さらに、先行してネットデイを実施した学校でのノウハウやネットワーク活用の現状を整理することで、長期運用に耐えうるネットワークの構成や運用モデルを議論することも可能となろう。

そこで、今回、現在国内で継続的なネットデイ活動を続けているNPO法人KIU（柏インターネットユニオン）の理事である麗澤大学の大塚秀治、関西における学校情報化の拠点として活動を続ける京田辺教育委員会の中島唯介、および2つのネットデイサミットの実行委員長を務めた朝日大学の奥山徹の3名は、ネットデイ活動の新たな展開を図るために、ネットデイサミットの開催を発議する。

本趣意書は「ネットデイサミット2005 in 柏」開催のためのものである。ネットデイサミット2005では、過去2回のサミットでの共同宣言とその後のネットデイ活動との関連を検証するとともに、新しい時代のネットデイのあり方を模索し、初等中等教育現場のさらなる情報化と生徒・児童たちの情報活用能力向上のための環境提供について広く議論の場を提供することを目的とする。ネットデイサミット2005は2005年度の夏（8月2日,3日を暫定的な開催予定日としている）の開催を目指している。今後、広範な関係者からの意見収集を基に、新しい時代に即したネットデイについての議論の展開を考え、サミット実現に向けて邁進するつもりである。
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